
 

  

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

１ 取組の概要 

 水田を保全するための新たな取組として、戸塚区東俣野町の水田で生産者とともに 

酒米の試験栽培を行いました。 

 ９月に収穫された酒米は、横浜市内産酒米を100％使用した日本酒として醸造され、 

令和５年２月15日（水）から市内７店舗で限定販売します。 

 日本酒や市内産米の消費を通じて、横浜の米づくりを応援してください。 

 

２ 日本酒について 

 商品名：天
て ん

青
せ い

 横
よ こ

濱
は ま

魂
だましい

 

種 別：純米酒（精米歩合60％） 米の品種：五百万石 

特 徴：東俣野町で湧水を使って生産された良質な酒米を100%使用した純米酒。 

新酒らしく爽やかで米の味わいを感じられる食中酒に仕上がりました。 

（日本酒度：+3、酸度：1.9、アルコール度数：15度） 

 製造者：熊澤酒造株式会社（茅ヶ崎市香川７－10－７） 

 価 格：720ml 1,903円（税込） 

 取扱店：裏面参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ５ 年 ２ 月 1 4 日 
環境創造局南部農政事務所 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

＼ 田んぼの恵みを味わって！／ 

今年も市内産 100％の酒米による 
日本酒が完成しました！ 

 裏面あり  

【天青 横濱魂】 

【「天青 横濱魂」製品ラベル】 

 「天青 横濱魂」のために制作された 

製品ラベルには、栽培地「戸塚区東俣野」

と生産者氏名が記載されています。 

【酒米収穫の様子】 【東俣野町の水田】 

 
Instagram でも情報配信中！ 

横浜農場 

Instagram 

戸塚区役所 

Instagram 

 横浜市は、市内に残された貴重な水田の保全に取り組んでいます。 

戸塚区東俣野町の生産者とともに始めた酒米づくりも今年で 3 回目となり、 

冷涼な湧水と米作りのプロ達に育まれた自慢の酒米で日本酒が完成しました！ 

ぜひこの機会にご賞味ください！ 

また、今年は栽培の効率化を支援する企業 ベジタリア株式会社の協力により、 

東俣野版酒米栽培ごよみも作成しました。今後、栽培ごよみの活用や取組の拡大 

について検討していきます。 



 

  

３ これまでの経過 

 横浜市は、良好な農景観の形成や生物多様性の保全など多様な機能

を有する水田の保全に取り組んでいますが、担い手の確保等の課題

に対応するため、平成28年度以降、水田保全策の１つとして酒米づ

くりの検討を進めていました。 

 そんな折、酒米栽培に取り組みたいという農家と、同時期に全量地

元産酒米での酒造りのプロジェクトを開始した熊澤酒造株式会社の

橋渡しを横浜市が担いました。 

 令和２年度から東俣野町の水田で試行的に酒米の栽培がスタートし、令

和３年度には、横浜で初となる市内産酒米を100％使用した日本酒が完成しました。令和４年度も取組が続

き、一仕込全量分（四合瓶約4,000本）をまかなえる量の酒米が収穫できました。 

 慣れない酒米づくりを支援するため、横浜市とベジタリア株式会社が連携するスマート水田共同研究プロ

ジェクトの一環で、センサー等のスマート水田の技術を活用した生育調査を実施して東俣野地区の生育環境

に沿った酒米栽培ごよみを作成しました（別紙のとおり）。今後は、栽培ごよみを東俣野地区で活用し、品

質や収穫量の安定化につなげるとともに、取組の拡大について検討していきます。 

 

【参考】 

■スマート水田共同研究プロジェクト 

令和３年６月に横浜市とベジタリア株式会社は、都市と農業の共存する活力ある都市農業の推進に関する連携協定

を締結しました。市が事業推進を図るうえで抱える担い手の確保や耕作放棄地対策等、様々な課題に対して、同社の

保有する多様な知識や技術等を活用した実証実験等により、問題解決力の向上や新たな解決手法の創出が期待できま

す。 

この協定にもとづき、令和３年度からスマート水田の技術に関する共同研究をプロジェクトとして実施しています。 

 

■日本酒の取扱店について 

・取扱店 ：市内７店舗（予定） 

三河屋かみや（西区・シャル横浜ほか）、元町愛知屋（中区・元町ショッピングストリート）、

2416MARKET CAVE（西区・ニュウマン横浜）、横浜君嶋屋（南区）、吉祥（港北区ほか）、リカ

ーショップ松本屋（戸塚区・トツカーナモール）、つるや（戸塚区） 

※限定品のため、販売数に限りがあります。販売開始日は店舗によって異なる場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問合せ先 

横浜市環境創造局農政部南部農政事務所長   澤田 悦子 Tel 045-866-8490 

【水田用センサーによる調査の様子】 

「横浜農場」について・・・ 

        「横浜農場」は、食や農に関わる多様な人たち、農畜産物、農景観など、横浜らしい農業全体を農場として見

立てた言葉です。横浜市では、この「横浜農場」を使い、横浜の農業のＰＲを進めています。 



 

  

別紙 東俣野地区の酒米栽培ごよみと生育の様子 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【東俣野地区における酒米栽培ごよみとポイント】 

【生育の様子】 


